
「近づかない・危害を加えない・振動させない」ことに注意して、巣を刺激しないようにし
てください。ハチが人を刺すのは、巣が危険にさらされたとハチが判断したときだけです。（巣から離
れて飛んでいるハチは、普通人を刺しません）ハチが近寄ってきた時、慌てて手で払ったり、駆け出すと、
かえってハチを刺激して刺される原因になります。ハチがいなくなるのを待つか、静かに遠ざかりま
しょう。

夏から秋にかけてはハチの活動が活発化する季節です！
ハチについて

ハチの巣を発見したら

ハチの巣を駆除してもらいたい

　ハチは、春頃から女王バチが単独で巣を作りはじめます。夏から秋にかけて巣が大きくなりハチの数も増えます。
　ハチは毒を持っている虫ですが、花粉を媒介する、他の虫を捕食するなど自然界のなかで重要な役割を持っています。
また、ミツバチ以外のハチの巣は、冬になると皆死んでしまいカラになります。その巣を来年使うことはありません。人
の出入りが少なく、駆除をする必要の無い場所のハチは、そっと見守ってあげましょう。

　役場では、防護服の貸し出しのみを行っています。
　ハチの巣の駆除は、原則として巣ができた場所の所有者や管理者
に行っていただく必要がありますのでご理解のほどよろしくお願い
いたします。 行ってください。
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